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本研究では，児童一人ひとりが自分から学習活動に取り組めるような学習方法として，  
ジグソー学習に注目した。そこで，ジグソー学習を用いた小学校社会科の教材開発を試み  
た。ジグソー学習を用いると，児童が自分から学習活動に取り組めるようになるというこ  
とを明らかにできた。しかし，友達との関わりを感じるような手だて，知識理解の程度の  
差を埋める手だてといった実践の課題が残った。今後はこれについて考察する必要がある。  
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1 問題の所在と方法   
山形市立A小学校3年社会科の授業で，4人グ  
ループによる活動を行った。その活動は，4人そ  
れぞれに違う道路の写真を渡し，「交通事故になら  
ないような工夫」を探し，グループ内で紹介し合  
うというものである。グループ活動の後，学級全  
体で見つけた工夫を共有する時間もとっていた。   
この授業で，次のような場面が見られた。それ  
ぞれ見つけたことを発表した後，その子が見つけ  
ることができなかった工夫を探して，教え合って  
いた場面である。写真を見ながら，「ガードレール  
がある」「横断歩道もそうじやないかな」といった  
ことを言いながら，発表者が自分で見つけること  
ができなかった工夫を他の班員が探し，新しく見  
つけることができていた。ここにグループ学習で  
のメリットを見ることができる。それは，教え合  
うことで新たに気づくことができることである。   
しかし，グループ学習にはデメリットもある。  
それは，児童が人任せになってしまう時があると  
いうシステムである。A小学校の同じ授業で，次  
のような場面が見られた。工夫を探す際に，それ  
ほど探そうとせず，友達に探そうとしてもらおう  
としていた児童がいた。筆者は活動の前に，探す  
活動の後，友達が考えを言ってもいいこと，全体  
の場で探したものを共有するといった授業の流れ  
を説明している。そのため，児童が人任せにして  
も，後の活動で，情報について知ることができる  
という構成になっていた。この学習システムでは，  
友だちに探してもらうという児童も生まれてしま  
う余地があるのである。児童一人ひとりが自分か  
ら活動に取り組むことができるようなグループ活  
動の工夫はないか。本研究は，その方法としてジ  
グソー学習に注目したい。   
ジグソー学習について，奈須（2002）は次のよう  
に述べる。「ジグソー学習では，学習システム上の  
工夫によって全員に固有な役割と責任を与え，一  
人ひとりをみんなの学習にとってかけがえのない  
存在とする。（中略）自分でなければという固有な  
価値をもつ存在として期待されると，とてもやり  
かいを感じてがんばれる」。ジグソー学習の特徴は，  
次の3点である。  
①全員に固有な役割と責任を与える  
②一人ひとりを学習に必要な存在とする  
③期待されるため，やりがいを感じて頑張れる   
このような学習システムを設定することで，児  
童もやりがいを感じ，自分から学習に取り組むこ  
とができる。   
本研究の課題は次の1点である。  
①社会科において，ジグソー学習のシステムを導   
入すると，一人ひとりの児童の学習にどのよう   
な影響が表れるかを明らかにすること  
2 先行研究の検討   
ジグソー学習とはどのような学習システムな  
のか。千葉県千葉市立打瀬小学校第3学年「ディ  
スカバー千葉」（奈須，2002）の実践を見ていく。   
概要は，次の通りである。まず，「千葉はかせ」  
になるには，千葉市の何を調べ，どんなことがわ  
かればいいか話し合う。千葉市には六つの区があ  
り，六つのグループを作ることになる。しかし，  
全員が六つの区を回る時間がない。そこで千葉市  
の何が知りたいかを共有するメンバーが集まった  
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るために，共通な学習材料である教科書に載って  
いる4ケ国とした。   
単元の目標は，「我が国と経済や文化などの面  
でつながりが深い国である，アメリカ。韓国。サ  
ウジアラビア。中国の人々の生活の様子，文化に  
ついて調べ，理解することができる」である。   
単元計画は次の通りである。  
「母体チーム」と，各母体チームからそれぞれの  
区を探検し，報告するための「探検グループ」の  
二つを作る。各母体チームの視点や問題意識から  
各区を手分けして探検グループ毎に調査する。そ  
れを母体チームに持ち帰り，総合し，千葉市の全  
容をまとめる。   
このように，ジグソー学習は母体チームがあり，  
そこからそれぞれの役割を持った構成メンバーが  
目的別に集まる探検グループ（カウンターパート  
グループ）毎に活動し，そこで得た情報を母体チ  
ームに持ち帰り共有する学習方法である。一人ひ  
とりがそれぞれの役割を担わないと母体チームで  
の活動が成り立たない。だからこそ，一人ひとり  
がかけがえのない存在となるのである。   
しかし，この実践では実際の児童の活動の様子  
が述べられていない。そのため，この学習システ  
ムが子どもにどのように影響するのかがわからな  
い。   
ジグソー学習の効果について，上野。相川  
（1981）はグループ成員との関わりと学業成績の  
点で検討している。そこから学ぶことができたの  
は次の3点である。1点目は，ジグソー学習は児  
童の自尊感情を高め，やりがいを感じさせること。  
2点目は，相互を学習の情報源として認知させ，  
グループ成員への好意度を高めること。3点目は，  
児童が様々な資料に触れ，学習する機会が増える  
ため，学業成績が向上すること。   
これらを踏まえ，実際の児童の学習の様子から，  
社会科におけるジグソー学習の効果を考える。   
3 実践と結果（明らかになったこと）  
（1）河北町立M小学校による実践   
ジグソー学習を用いた授業を河北町立M小学校  
6年生（男子19乳女子9名，計28名）にて実  
践した。本実践は，「世界の中の日本の役割」を教  
材化したものである。単元名は「自分がホームス  
テイしたい国を考えよう」である。   
本単元は，社会科第6学年の内容（3）から設定  
した。ここでは，日本と経済や文化などの面でつ  
ながりが深い国について取り上げることとなって  
いる。そこで，本単元ではアメリカ，韓国，サウ  
ジアラビア，中国の4ケ国を取り上げる。これら  
の国々は経済や文化の面で日本とつながりが深い  
国々である。また，本実践では，国別に集まり，  
調べ活動を進めるが，同程度の学習内容を保証す  
時間   活動内容   
1．単元のめあてについて知る。（自分がホームス  
1時     ティしたい国について考えよう）   
間目  2．活動の方法について知る。  
3．班グループを作り，自分が調べる国を決める。   
1．活動の方法を確認する。  
2．カウンターパートグループに分かれ，調べる。  
2・3        3．カウンターパー トグループで集合し，どのよう   
時間  なことを調べているか，わからないことに助言を   
目  もらう。  
4．班グループに戻り，他のグループの調べ方や進  
み具合について知る。   
1．班グループでそれぞれが調べた国にホームス  
ティするなら，どうしてかを発表したり，分から  
4時  
ないことを質問したりする。  
間目           2．すべての国について知り，どの国に住んでみた  
いか理由とともに考える。   
1．前時の発表を受け，自分がホームステイしたい  
国を理由と共に考える。  
2．自分が決めた，住んでみたい国について友達  
5時  
と発表しあう。  
間目              3．友達の発表を聞いて，もう一度ホームステイし  
たい国について考える。  
4．振り返りを行う。   
（2）児童へのアンケート   
単元終了後，児童28名にアンケートを行った。  
その際，上野。相川がいうような自尊感情の高ま  
りを見るために，「①自分から調べることができた  
か」「②責任感を持って取り組めたか」を聞いた。  
また，学習の定着度を見るために，「③班に戻って，  
発表の時に自分が調べたことを伝えることができ  
たか」「④自分が調べた以外の国について理解する  
ことができたか」を聞いた。「できた」「まあでき  
た」と答えた人数は次の通りである。①が26人，  
②が22人 ③が22人，④が22人であった。  
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4 考察  
（1）子どものとらえたジグソー学習   
アンケートで「もう一度ジグソー学習をしてみ  
たいか」を聞いたところ，1名以外全員が「はい」  
と答えた（1孝一はアンケートに全く記入しなかっ  
た児童）。理由を見ると，多様なものであった。そ  
こで，理由について分類分けを行い，児童にとっ  
てジグソー学習の何が影響を与えたのか考える。   
分類分けをすると，次の5種類に分けることが  
できる。1つ目が，役割と責任に関する記述。2  
つ目が，他人にとってかけがえのない存在となれ  
たことに関する記述。3つ目が，友達から情報を  
教えてもらえたことに関する記述。4つ目が，グ  
ループ学習が楽しいことに関する記述。5つ目が，  
様々な国について知ることができたことに関する  
記述である。それぞれの記述の一部は次の通りで  
ある。  
ことができる。   
3つ目の記述から，他人との関わりに関して考  
える。これは，（2）で詳しく考察する。   
4つ目の記述から，グループ学習のやり方につ  
いて考える。これらの児童にとって，ジグソー学  
習で印象的なことは，グループでの学習が楽しい  
ことである。これは，ジグソー学習の特徴をそれ  
ほど感じることができなかったためと考える。そ  
の理由は1点考えることができる。それは，普段  
の授業でグループ学習をそれほど使っていないた  
めである。実践を行ったクラスでは，普段グルー  
プでの学習をあまり行っていないということであ  
った。普段できないようなグループでの学習だっ  
たため，印象に残ったと考える。   
5つ目の記述から，ジグソー学習の知識理解に  
ついて考える。様々な国についての情報を知るだ  
けなら，自分で何時間もかけて調べれば出来るこ  
とである。ところが，ジグソー学習は協力するこ  
とで，それを短時間で効率的に知ることを可能に  
する。  
（2）A児の学習   
授業での児童の様子から影響について考察す  
る。そこで，A児の学習を取り上げる。A児は，国  
別グループにわかれた際，サウジアラビアについ  
て調べている。もし，自分がサウジアラビアにホ  
ームステイするなら，「公立学校は，1年生から男  
女別の学校だから。雨がそんなに降らないから」  
と述べている。報告会が終わった後にホームステ  
イしたい国を決めた際のA児の考えは次のように  
なった。ホームステイしたい国は韓国で，理由は  
「せめられそうだけど，自分のいしがためされる  
から。キムチが食べたい」であった。   
アンケートへの回答から，A児は自分が調べる  
ことについて，それほどできたとは感じていない  
ことがわかった。しかし，発表の場では，友達の  
報告を聞き，それについて理解していると述べて  
いる。それは感想にある，「自分が調べたことの4  
倍勉強した気分になる」からも考えることができ  
る。自分だけでは，サウジアラビアのことしか理  
解出来ないが，報告を受けることで他の3ケ国に  
ついても理解できたと強く感じたからこそ，4倍  
という言葉になって表れたのだろう。このように  
ジグソー学習では，友達との関わりを楽しみ，友  
達から情報を得ることで学習が進むのである。こ   
ロ  ・楽しかったし，必ずまじめに調べないと，発表の略  
大変になるからまじめにできる。  
・みんなで違うことを調べ，それを発表するのが面白  
かった。   
2  ・このやり方が面白い。なぜなら，一人ひとりがみん  
なのために調べるから。  
・一人で調べ，難しかったけど，最後に戻って伝えて，  
みんなへえーと言ってくれ，うれしかったから。   
3  ・自分でやっていてとても楽しかったし，他に自分の  
知らないことを教えてもらえるのが楽しかった。自分  
が調べたことの4倍勉強した気分になる。仏児）  
・みんなで調べたり，他の発表を聞くのが楽しかった。   
4  ・みんなでやって楽しかったから。  
。調べるのが楽しかった。   
5  ・いろんな国のことを分かったから。今度，他の国で  
もやってみたい。  
・普通の授業をするより，いろんな国のことが知れて，  
このやり方の方が楽しい。   
1つ目の記述から，役割を与えることで児童が  
責任をもって取り組めるということができる。本  
実践の場合は，一人ひとりが担当する国を調べ，  
報告することが役割になる。一人ひとりの児童が  
調べるということをしなければ班員の学習が成り  
立たない。だからこそ，児童は責任をもって，自  
分から学習に取り組むことができた。   
2つ目の記述から，児童にとって，他人の役に  
立っているという感覚が学習を進めているという  
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深まらないだろう。それによって，他の児童がよ  
く理解出来ない可能性もある。   
では，こういった状況を改善するためにどのよ  
うな手立てが可能だろうか。本実践において，次  
の改善点を考えた。それは，報告会の後に，国別  
グループに戻り，質問されたが分からなかったこ  
となどを相談できる時間を設けることである。調  
べたが理解できなかった児童に対して，友達から  
手助けしてもらえるような時間にし，その児童の  
理解を深める。また，報告できるため，他の班員  
の理解も深まると考える。  
5 到達点と課題  
（1）到達点   
本研究の課題は次の1点であった。社会科にお  
いて，ジグソー学習のシステムを導入すると，一  
人ひとりの児童の学習にどのような影響が表れる  
かを明らかにすることである。   
これについて次の2点の影響が認められた。  
1点目は，友達から情報を教えてもらえる状況  
にしたことで，児童の学習が進んだことである。   
2点目は，児童に固有な役割を与えたことで，  
自分から学習できたことである。  
（2）課題   
本研究の課題は次の2点である。  
1点目は，友達との関わりで学習できることを  
感じることができるような手だてを考えることで  
ある。本研究では，児童が一人でするよりも協力  
してできたことに関する視点が足りなかった。ジ  
グソー学習では，他と協力し1つの学習を成立さ  
せていく。その良さを児童が，どのように感じる  
ことができるのかを明らかにする必要がある。   
2点目は，知識理解の程度の差を埋める手だて  
を考察し，実践することである。知識理解の程度  
の差はどうしても生じてしまうので，それを解消  
する手だてを考え，実践することが必要である。  
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れは，友達から情報を教えてもらわなければ，学  
習を進めることができない状況だからこそ，A児  
がそのように感じたということができる。   
授業でも，次のようなやりとりがあった。班で  
共有し終わって，どこにホームステイしたいか考  
えている場面である。  
A児：アメリカねえ。でも，どっか別の国にも行きたいん  
だけどねえ。でもね，韓国にも行きたいんだよ。7月。  
M児：中国暑いってのがなあ。  
A児：雨が多いところはねえ…ちょっとねえ。休みの日，  
遊べないっていうのは…  
M児：そうだよねえ。どうしよう。  
A児：中国もねえ。中国もあっつい。アメリカは12月（雨  
が）多くて大丈夫だけど。  
M児：でもさ，ホームステイするの夏休みだよね。冬だっ  
たらいいよね。  
A児：中国ねえ‥アメリ丸 中国，韓国，サウジアラビア  
M児：サウジ行ってみたいけど，一ケ月もいいなあ。  
A児：ふふ。   
A児の発言を見ると，それぞれの国について，  
教えてもらった情報をもとに考えていることがわ  
かる。中国は暑く，休みの日は受験勉強のため休  
めないこと，アメリカは12月に降水量が多いこと  
がA児から出てきている。A児はサウジアラビア  
について調べたが，自分が調べた国以外のことに  
ついて友達から得た情報をもとに考えている。A  
児は授業中，何度も質問する様子が見られた。   
A児がアンケートに4倍勉強したような気分に  
なったと述べたように，ジグソー学習では，効率  
的な学習が可能である。本実践では，2時間かけ  
て1ケ国について調べ，1時間で他の3ケ国につ  
いて知る。それぞれが詳しく調べてくるため，一  
人ではできないような学習量を短時間で知ること  
ができる。自分で調べたこと以外の情報を知る点  
において，ジグソー学習は効率的に学習できる。   
しかし，ここに1つの問題点がある。それは知  
識理解の程度の差である。自分が調べたことにつ  
いては，自分が調べることができるので他の人か  
ら教えてもらうよりも理解できるだろう。ところ  
が，調べることが苦手な児童，伝えることが苦手  
な児童，聞いてまとめることが苦手な児童にとっ  
ては，こういった活動をやりきれない場合がある  
かもしれない。調べることが苦手な児童にとって  
は，自分で調べることができず，理解もそれほど  
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